
選択科目：  鋼構造及びコンクリート 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 
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１ ． 多 面 的 な 課 題 と そ の 観 点  

（ １ ） 低 炭 素 ま ち づ く り の 推 進 （ 環 境 面 ）  

 近 年 、 自 然 の 減 少 や C O 2 の 増 加 が 原 因 と 考 え ら れ る

異 常 気 象 が 頻 発 し て い る 。 こ の 異 常 気 象 は 、 水 害 の 頻

発 化 、 生 態 系 の 破 壊 、 熱 中 症 等 の 健 康 被 害 な ど 都 市 環

境 に 様 々 な 悪 影 響 を 及 ぼ し て い る 。 こ の 対 策 と し て は 、

C O 2 総 排 出 量 の 約 5 割 を 占 め る 都 市 活 動 に よ る C O 2 の

削 減 が 重 要 で あ る 。 よ っ て 、 環 境 面 の 観 点 か ら 、 低 炭

素 ま ち づ く り の 推 進 が 課 題 で あ る 。  

（ ２ ） 官 民 学 連 携 の 促 進 （ 体 制 面 ）  

 我 が 国 は 2 0 5 0 年 の カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル （ 以 下 、

C N ） の 実 現 を 宣 言 し て い る 。 ま た 、 温 室 効 果 ガ ス の 発

生 要 因 は 、 エ ネ ル ギ ー 、 産 業 、 運 輸 、 家 庭 と 様 々 で あ

り 、 相 互 に 関 連 し 問 題 を 複 雑 化 さ せ て い る 。 C N の 実

現 に は 、 緑 化 の 推 進 や デ ジ タ ル 技 術 等 の 新 技 術 の 活 用

な ど 分 野 横 断 的 な 取 り 組 み が 必 要 で あ る 。 よ っ て 、 体

制 面 の 観 点 か ら 、 官 民 学 連 携 の 促 進 が 課 題 で あ る 。  

（ ３ ） 森 林 管 理 の 担 い 手 確 保 （ 人 材 面 ）  

森 林 は C O 2 の 吸 収 や 土 砂 災 害 の 防 止 機 能 を 有 し て お

り 、 国 土 管 理 上 重 要 な 役 割 を 果 た し て い る 。 し か し 、

人 口 減 少 ・ 少 子 高 齢 化 を 背 景 と し た 森 林 保 全 の 担 い 手

不 足 に よ り 、 適 切 な 管 理 が で き ず 重 要 な 機 能 が 損 な わ

れ つ つ あ る 。 こ の よ う な 状 況 の 中 、 森 林 の 保 全 に 精 通

し た 人 材 の 確 保 が 急 務 で あ る 。 よ っ て 、 人 材 面 の 観 点

か ら 森 林 管 理 の 担 い 手 確 保 が 課 題 で あ る 。  
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２ ． 最 も 重 要 な 課 題 と 解 決 策  

 ま ち づ く り は 低 炭 素 化 の み な ら ず 、 防 災 な ど 様 々 な

波 及 効 果 が 期 待 で き る た め 、 「 低 炭 素 ま ち づ く り の 推

進 」 を 最 も 重 要 な 課 題 に 選 定 し 、 解 決 策 を 述 べ る 。  

（ １ ） グ リ ー ン イ ン フ ラ の ビ ル ト イ ン  

① 建 設 物 へ の ビ ル ト イ ン  

 建 設 物 の 屋 上 や 壁 面 等 の 緑 化 を 推 進 し 、 遮 熱 効 果 に

よ る 省 エ ネ 化 を 図 る 。 ま た 、 緑 の C O 2 吸 収 ・ 固 定 効 果

に よ る 温 室 効 果 ガ ス 低 減 や 憩 い や 安 ら ぎ 効 果 に よ る

W e l l - b e i n g 向 上 が 期 待 で き る 。  

② 道 路 空 間 へ の ビ ル ト イ ン  

 道 路 や 駐 車 場 の 周 辺 に 雨 水 浸 透 貯 留 機 能 を 持 つ バ イ

オ ス ウ ェ ル を 用 い た 歩 道 を 整 備 す る 。 礫 や 砂 利 等 の 植

栽 基 盤 に 表 流 水 を 浸 透 ・ 貯 留 さ せ る こ と で 、 地 下 水 涵

養 や 水 質 浄 化 、 生 態 系 機 能 に 寄 与 す る 空 間 を 創 出 す る 。

③ 低 未 利 用 地 へ の ビ ル ト イ ン  

 空 き 家 や 開 発 で 発 生 し た 空 閑 地 を ク ラ イ ン ガ ル テ ン

（ 市 民 農 園 ） と し て 活 用 す る 。 都 市 部 で 生 活 し な が ら

田 舎 の 自 然 や 農 業 を 楽 し み 、 リ フ レ ッ シ ュ で き る 。 ま

た 、 同 じ 趣 味 を 持 つ 人 々 と 交 流 で き 、 地 域 コ ミ ュ ニ テ

ィ を 形 成 で き る 。  

（ ２ ） コ ン パ ク ト ・ プ ラ ス ・ ネ ッ ト ワ ー ク  

 脱 炭 素 に 資 す る 都 市 ・ 地 域 づ く り を 推 進 し て い く た

め 、 立 地 適 正 化 計 画 に よ る 都 市 の コ ン パ ク ト ・ プ ラ

ス ・ ネ ッ ト ワ ー ク を 推 進 す る 。 医 療 施 設 や 福 祉 施 設 な
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ど 生 活 に 必 要 な 都 市 機 能 を 集 約 し 、 こ れ ら 地 域 と 生 活

拠 点 を 公 共 交 通 で 結 び 、 環 境 負 荷 の 小 さ い 移 動 を 促 す 。

ま た 、 都 市 機 能 区 域 内 に は 、 ゼ ロ エ ネ ル ギ ー 街 区 を 形

成 す る 。 建 物 群 に 分 散 配 置 し た 熱 源 機 器 を 熱 融 通 配 管

で 連 携 さ せ 、 エ ネ ル ギ ー の 効 率 的 利 用 を 図 る 。  

（ ３ ） 再 生 エ ネ ル ギ ー の 活 用  

 持 続 可 能 な エ ネ ル ギ ー 供 給 を 実 現 す る 手 段 と し て 、

太 陽 光 発 電 や 風 力 、 水 力 等 を 活 用 す る 。 例 え ば 、 道 路

舗 装 に 太 陽 電 池 を 組 み 込 み 発 電 す る 路 面 型 太 陽 光 発 電

を 普 及 ・ 促 進 す る 。 ま た 、 住 宅 や ビ ル で は Z E H や Z E B

を 推 進 し 、 創 エ ネ と 省 エ ネ を 同 時 に 実 現 す る 。 さ ら に 、

こ れ ら の 再 エ ネ 電 源 を 地 域 単 位 で 管 理 す る C E M S を 導

入 し 、 電 力 供 給 の 安 定 化 と 余 剰 電 力 の 活 用 を 図 る 。  

３ ． 新 た に 生 じ う る リ ス ク と 対 応 策  

 上 記 の 対 策 に は 多 大 な 設 備 投 資 が 必 要 と な る た め 、

資 金 調 達 が で き ず Ｇ Ｘ 化 が 遅 延 ・ 停 滞 す る リ ス ク が 生

じ る 。 対 応 策 と し て 、 Ｅ Ｓ Ｇ 投 資 の 普 及 促 進 が あ げ ら

れ る 。 Ｅ Ｓ Ｇ 投 資 は 環 境 と い う 社 会 的 イ ン パ ク ト が 投

資 家 に 評 価 さ れ る た め 、 環 境 に 寄 与 す る 設 備 投 資 に 対

し て 資 金 調 達 が 容 易 と な る 。  

４ ． 業 務 遂 行 上 必 要 と な る 要 件  

 業 務 に あ た っ て は 、 常 に 社 会 全 体 に お け る 公 益 を 確

保 す る 観 点 と 、 安 全 ・ 安 心 な 社 会 資 本 ス ト ッ ク を 構 築

し て 維 持 し 続 け る 観 点 を 持 つ 必 要 が あ る 。 業 務 の 各 段

階 で 常 に こ れ ら を 意 識 す る よ う 留 意 す る 。  － 以 上 －  


